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動物の中毒
国内における
動物の中毒
日本には米国のような動物専門の中毒セン
ターはありません。

日本中毒センターは本来ヒトのためのセン
ターですが、獣医師も配置されています。

日本中毒情報センターへの動物
中毒相談の特徴
年間約300～500件の動物中毒相談
約8～9割が犬
主な原因は家庭用品と医薬品
犬:医薬品・チョコレート・キシリトールが多い
猫:ユリ、洗剤、柔軟剤、アセトアミノフェンが多い
家庭用殺虫剤は犬・猫とも最多の家庭用品中毒
農薬中毒は犬で多く、猫では有機リン系が目立つ
意図的中毒ではメソミル、殺鼠剤、エチレングリコー

ル等が重要

解毒の基本
第I相反応と第II相反応
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GSH代謝

OH

代謝

GSH
I相反応 II相反応

環境汚染物質、薬物、食品添加物、ステロイドホルモン、
ビタミン、エイコサノイド、など

(抱合）(酸化・加水分解・還元）

OH

代表的な第Ⅰ相反応および第Ⅱ相反応

主な反応代表的な酵素
加水分解エポキシヒドロラーゼ

第Ⅰ相反応
還元DT-ジアホラーゼ、NADPH－P450還元酵素、チトク

ロームP450

酸化アルコール脱水素酵素、アルデヒド脱水素酵素、モノア
ミン酸化酵素、フラビンモノオキシゲナーゼ

補酵素注を利用した抱合グルクロン酸抱合酵素、グリシン抱合酵素、グル
タチオン抱合酵素、硫酸抱合酵素

第Ⅱ相反応

アセチル化、メチル化N-アセチルトランスフェラーゼ、カテコールOメチルト
ランスフェラーゼ

5
注 抱合反応に用いられるグルタチオンやグルクロン酸などを補酵素と呼ぶ。

代謝には種差がある。つまり…

毒への感受性には種差がある
イヌ、ネコに特有の中毒がある
中毒のパターンには、各種特有の行動も関係
分析の際には化学物質の挙動も予想
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一般に…
ネコは医薬品に弱い

ネコの医薬品中毒
（動物の中毒ワースト10の常連）

代謝酵素の働きが他の動物よりも
弱い。

医薬品に対する感受性が高く現れ、
解熱鎮痛剤などの中毒事故が多い。

7

医薬品中毒 日本中毒センターへの動物に関する相談
獣医毒性学（2020、近代出版）より引用

医薬品中毒 日本中毒センターへの動物に関する相談
獣医毒性学（2020、近代出版）より引用




ネコの方が医薬品に弱いのですが…

イヌは自発的にいろいろなものを摂取、家庭
内などの毒物を摂取しやすい
医薬品のチューブをかじるなど、積極的

に摂取してしまう。
食べ物に一緒に包装されている脱酸素

剤・鮮度保存剤の中毒が起こっている

ネコは毛づくろいなどで舐める習性があるた
め、体についた毒物を摂取しやすい
体についた洗剤や柔軟剤をなめることに

よりネコ特有の中毒が起こっている

米国でも医薬品は動物中毒の原因の上位。抗
うつ薬や抗痙攣薬、心臓病薬などが多い。イ
ヌやネコで胃腸障害や腎障害を引き起こす。

食品の場合、イヌでは…

92%内訳（件）195食品
54健康食品・サプリメントうち
52テオブロミン（チョコレート）
22カフェイン
13キシリトール
10ナッツ（おそらくマカデミアナッツ）

2%4乱用薬物
3危険ドラッグうち

日本中毒センターへの動物に関する相談
獣医毒性学（2020、近代出版）より引用

やはりイヌはチョコレートに弱い

イヌのチョコレート中毒

原因物質はカフェインによく似たテオブロ
ミン.

テオブロミンの半減期はヒトでは2-3時間、
イヌでは18時間.

イヌでは代謝されにくい.

米国では年々増加している。Covid19の影
響を受けて、毎日70件以上の通報。
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参考１）
ブドウ中毒
イヌはブドウを摂取すると急性腎不全、

尿毒症を起こす。
レーズンや果汁100％ジュースも同様。
原因はまだわかっていない。

2021年の論文ではブドウに含ま
れる酒石酸および酒石酸水素カリ
ウムが原因と報告している。

Wegenast C. Meadows I, 
Anderson R, Southard T. 
JAVMA. 2021;258(1):706-707

参考２）
ネコのユリ中毒



















脱力感、うつ病、嘔吐、
運動失調、振戦

毒性メカニズムは不明

参考4)
マカデミアナッツ

家庭用品の中で最も多い中毒は…
イヌ、ネコ、ともに殺虫剤

363ネコ3217イヌ

18%67家庭用殺虫剤31%1,009家庭用殺虫剤

10%37消臭・芳香剤8%251脱酸素剤・鮮度保持剤

9%32洗濯用洗剤6%202保温剤
7%26除湿剤6%182防虫剤
5%18保温剤6%177保冷剤
4%16保冷剤5%159殺鼠剤
4%16肥料5%154化粧品
4%15住居用洗剤4%137肥料
4%14殺鼠剤4%124昆虫捕獲剤
3%12柔軟仕上げ剤4%116消臭・芳香剤

日本中毒センターへの動物に関する相談
獣医毒性学（2020、近代出版）より引用

家庭用以外の農薬の中毒

イヌ（233件）

殺虫剤 除草剤 殺鼠剤 殺菌剤

ネコ（29件）

殺虫剤 除草剤 殺鼠剤 殺菌剤

40有機リン剤
37カーバメート
20メタアルデヒド

日本中毒センターへの動物に関する相談
獣医毒性学（2020、近代出版）より引用
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国内では、通常、
ネコの屋外での農薬中毒「事故」は稀

イヌに比べるとネコの農薬中毒は1/10
ネコは有機リン中毒が多い
中毒が頻発している場合は、意図的なケースも

考えられる 















https://www.nissan-agro.net/

米国の統計では…

 American Society for the 
Prevention of Cruelty to Animals 
(ASPCA) Animal Poison Control 
Center (APCC)

 ペットの中毒に関して、37万6千件を
超える電話相談

 医薬品（市販薬＋処方薬）が依然とし
て最大の中毒原因

 食品ではチョコレート、キシリトール、
ブドウ・レーズンが常連

 家庭内にある製品が中毒原因の大部分
を占める

 2025年はクラトム（Kratom）による
中毒相談が前年比400％増加

2025年 ASPCA動物中毒相談センターによる
ペット中毒原因トップ10

主な原因・特徴割合中毒原因順位

鎮痛薬、ビタミン剤、サプリメント、スキンケア用品16.9%一般用医薬品（OTC）1

ブドウ、レーズン、キシリトール、タマネギ、ニンニク16.4%食品・飲料2

心疾患治療薬、抗うつ薬、ADHD治療薬―ヒト用処方薬3

テオブロミンによる中毒。特に犬で多い13.6%チョコレート4

嗜好性の高いチュアブル錠やサプリメントの誤食9.1%動物用医薬品・製品5

観葉植物や有毒植物の摂取7.5%植物・キノコ類6

抗凝固剤や神経毒による中毒6.5%殺鼠剤7

洗剤、塗料、接着剤など6.4%家庭用品8

誤使用や誤飲、過量曝露3.8%殺虫剤9

大麻製品、クラトムなど1.9%嗜好品・薬物10

米国の統計では…
American Society for the Prevention of Cruelty to Animals (ASPCA)
Animal Poison Control Center (APCC): 37万500件（2020年）

米国では、人および動物の中毒センター
に報告される中毒事例のうち、故意のも
のは0.5%未満（Gwaltney-Brant, Vet
Forensic Toxicol 2016）。
最も多いのは犬で75％を占める
ネコは15％。
残りの10％は、馬、食用動物、外来種、野

生動物の毒殺。
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新聞報道された動物の虐待等の
事例（環境省調査）
2018年～2022年の事例:167件
殺傷82件
虐待60件
遺棄25件

うち中毒は12件
「全体」167件のうち、7.2％
「殺傷」82件のうち、14.6％



















意図的な動物中毒に関連する農薬
分析用試料特徴的病変毒性メカニズム毒物

脳、網膜
（ChE活性）

流涎、嘔吐、下痢、多臓
器うっ血、肺水腫、点状
出血

アセチルコリンエステラーゼ
阻害

有機リン・カーバ
メート系殺虫剤

脂肪組織特徴的病変なしNaチャネル障害 → 痙攣有機塩素系殺虫
剤

胃内容物、
血清、肝臓、
尿

ホルムアルデヒド臭、内臓
うっ血、心外膜・心内膜
出血

GABA系への作用が疑わ
れるメタアルデヒド

尿（急性）、
肺

びらん性口内炎、胃炎、
間質性肺炎・肺線維症

フリーラジカル産生 → 細
胞障害パラコート

S. M. Gwaltney-Brant ACVP 2016を改編

ツチハンミョウ
関節から 分泌する黄色い液にカンタリジンを含む
エーテル・テルペノイドに分類される有機化合物
触ると水泡を起こす
薬としても利用されている
鳥類では、カンタリジンを積極的に摂取して寄生虫の駆除をしている種もいる
ヒトの暗殺にも用いられてきた。致死量30㎎と報告されている

 日本国内では主に接触による皮膚炎
が問題となるが、海外では馬の致死
的中毒が知られている。

 犬猫での報告は少ないものの、中毒
原因物質として留意すべき天然毒で
ある。
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北海道大学・大学院獣医学研究院・毒性学教室

中毒分析
金属類、農薬、生理活

性物質の分析依頼
近年メソミル、鉛の分

析依頼が急増
メソミルの場合、特に

ネコが多い

•

•

•

•

•

•













多岐に渡る化学物質の検査には
１台の質量分析計では対応不可能

GC/MS: 無極性で揮発性の化合物
LC/MS: 極性で不揮発性の化合物
 ICP/MS: 金属のみ分析可能

化学物質の特徴は多様なため、１台の装置で全てを分析する事は不可能。

GC/MSは気化しやすく、分解しにくい化学物質に使用される。
LC/MSは気化しにくく、熱で分解してしまう化学物質の測定に使用される。

中毒分析のスキーム

中毒疑い

情報収集

サンプル受取

検量線など
条件検討

分析方法
決定

サンプルの
前処理

分析
LC/MS/MS

GC/MS
ICP/MS
そのほか

他の事例の検索

中毒原因
物質の考察

報告

サンプルの
処分/返却

①方針の決定 ②分析 ②データ解析

•液液抽出 (LLE):有機溶媒で分離
•固相抽出 (SPE):カートリッジ利用で濃縮と精製
•除タンパク:アセトニトリル沈殿法やフィルタ処理
•誘導体化:揮発性・熱安定性付与 (GC分析用)

死亡時の状況、周囲の環境
剖検・病理組織学的検査(あるとベスト）
その他のデータ

 感染症の可能性は…?
• 通常は感染症の可能性がない場合に相談されることが多いです。

 同様の中毒事件・事故が起こっていないか?
• 動物虐待の場合、連続して起こっているケースがあり。

 中毒が起こった時の環境は?時期は?
• 小型鳥類の集団死→
• 冬→
• 非意図的な凍結防止剤の可能性

上記を合わせて化学物質の候補を絞り、分析を行います。
新規化学物質の場合は分析方法の確立から始めます（時間が

かかります）。

化学分析に必要な情報は…
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例えば…

 LC/MS分析、GC-MS

剖検データで腎臓に変化

病理組織像でも腎毒性の疑い

 NSAIDS
 エチレングリコール
 重金属類

 ICP-MS分析

※腎毒性を引き起こす原因物質は多いが、状況証拠で推測して分析を進める。
※NSAID、エチレングリコールは病理組織変化が特異的。

毒の分析のための試料採集

≤

≥

S. M. Gwaltney-Brant ACVP 2016
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分析の前にいろいろな可能性を
考える
死体が発見された状況、時期
死体の状況
動物種の特徴
臓器の特徴
これまでに類似した事件はないか
絞り込んだ化学物質を分析するのに必要な機器、感度は?
試料は分析できる保存状況か?
代謝物はないか?分解されていないか?

ご清聴ありがとうございました。

化学分析が必要な際にはお知らせください
北海道大学・大学院獣医学研究院・法獣医学分野
北海道大学One Healthリサーチセンター
TEL:011-706-6949/5102, tox@vetmed.hokudai.ac.jp
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